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馨　　墨　　談　　義
ヘイデン天象館長　　クライド・74　・S　￥・pt士
　「時代と國家の攣化を告げる彗星よ，
　　大室に透明なる毛髪を振り廻し乍ら．…」一一シエィクスビヤ，「ヘンリィ六世」
　歴史上，大天文二者の一人であり，12世紀以上に亘って自己の宇宙論を大衆
化したトレミイが，其の名著「アルマゲス1・jに，彗星の事に付いて何等鰯れ
て居なV・のは注目に値する。恐らく，彼にすれば，彗星をして地球中心の宇宙
論と歩調を合はせる事が出來なかったからだらうと思はれる．個々の遊星の學
理に付いても，非常に困難を感じて居たのは三野なのだから．
　支那から出始まる最も古い，而も完全な記録より，現代天文學の黎明に至る
迄，彗星は不幸と災害の前兆として見られ，叉，此の恐怖心は，今なほ凡ての
人々の心から決：して全然清失して居ない．
　彗星が，今爾ほ現代天文二者に謎となって居るは事貫である．太陽系の起原
を読明する最初D大きな二二である星二二では，彗星は，トレミイが無凹した
と同様に，完全に問題にされて居ない．然し，現在では，彗星は我が太陽系に
驕する事は，彗星の専門家たちの間にも意見の一致を見て居る様である．星霧
読に取って代った微遊星設の古典的な論述の「2つの太陽族」に於て，チエンバ
リンi教授は，彗星が個kの遊星と同じ生れのものでないとしても，しかし，や
はり太陽の子供であることは認めてみる．
　彗星は，どの大遊星と比べて見ても，質量の黙では桁違ぴに小さいばかりで
なく，比較的大きな小遊星のどれよ1）も質量は小さい。彗星は，普通，頭と尾
とより出來て居る．尾の方は，時々其の儘殆んど見えない程小さく，街ほ，不
定であるが，望遠鏡で見られる頭部は，普通、核と髪とより成り立って居る．
核は，三星と同じく，本質的な凡ての貼では，パラパラの鐵か石の，叉は鐵と
石の結合したものか，何れにしても目のあらい固艦の塊より出來て居るのは大
艦確實である．叉，多くの彗星では，核は「一片の器か霧を洩れて光る一個の
星の様に見える」．然し，ある彗星になると，核が望遠鏡でも見えなしへ筆者
は，彗星には凡て核があるとするオリヴィや氏の論が正しいものと信じて居る．
域：る場合には，核は見えないとしても，それは，恐らく，小さ過ぎるか，：或は
遠方すぎるので，観野に認められないのである．核を取り巻く荘然とした包
は，髪として知られて居るし，彗星にぽ其れは常に付きものである．髪と尾と
には，之と言った明瞭な境界線はない．
天界2画 嚢　星　談　義 109
　ある彗星には，いつも尾がない様に見える。叉，他の彗星では，最：初，太陽か
ら遠距離にある時には，明瞭な尾は見えなV・が，太陽へ最近距離に達づ鴨る蓬に
は，だんだん其の廣がりが増加して，尾が大きくなり，・其の後，再び尾が縮少
する．彗星が太陽に近づいて來る時，尾は太陽の反乱側にあり，最近距離に達
すると，尾は軌道に直角となる．叉，後退する時にも，尾は：太陽の反蜀側にあ
る．換言すれば，彗星の尾は常に太陽側から反甥側へ突出するので，此の尾
は，太陽の輻射力から生じるものと明白にわかる．尾は，極めて長：く廣がり，
極めて稀薄なものである・であるから，殆んど明瞭IC，彗星の尾の全髄の鑛が
りを通して，宛かも尾が介在しない様に，背後め恒星が見えるものである．
　地球は，恐らく過去に幾回となく彗星の尾の中を通過したと思はれる．1861
年の大彗星，及び，1910年のパリー彗星の尾を通った時も，吾々は別に災害を受
けなかったし，後者の場合には，何等明らかな影響をも齎らさなかったこと
が，わかって居る．
　以前には，彗星は3種：の異った軌道があると考へられ，或る天文學者は，今
省ほ之が本心だと信じて居る．週期彗星，帥ち2回以．ヒ太陽附近に鱗話したも
のは，軌道が二日だと信ぜられて居る．週期彗星の径路の形歌に就いては，今
まで意見上の相違が學者間になかったが，他の多くの彗星は，週期的のもので
はなく，從って，開放曲線を描く縞物線か襲曲線かの径路を通って，我が太陽
系を只の一回だけ訪れて，直ぐ様，永久に逃げ去るものであると，以前は信ぜ
られて居た．
　近年に至って，天文學者は，彗星が凡て閉鎮軌道，飾ち楕圓軌道のものであ
り，以前は人物線か双曲線軌道であると信ぜられて居た彗星も，實の所，籔千
年，歎萬年叉は何＋萬年といふ週期を有つ楕圓軌道のものであるとの見解が漸
女有力になって居るやうである，
　普通，数個の彗星が年毎に獲見されて，其の内，僅かなものだけが偶素的に
肉眼に見えるのである．筆者が今迄に見る特権を興へられたのは，ダニエル，
モァハウス，1910a，バリ及びブルクス（1911c）の僅か5～6個の，極めて明るい
肉眼彗星に過ぎない．
　一般的に謂へぱ，バリ彗星以上に有名なものはない．蓋し之は天文史上，週
期のわかって居る最初のものであるからである．バリ彗星の週期は，約75年で
記録を調べて見ると，2，000年以上に堅史を遡る事も出來るし，最も古いのは，
オリヴィや氏に依れば，之は西暦前240年にも一一大彗星として韓來して居る．
此の大彗星は其の週期性を誰明した天文學者バリの名を採って命名されて居る
が，之は極めて鴬を得て居る．バリ彗星が太陽の画工を規則正しく巡行した事
典は，少くとも彗星が我が太陽系に濁して居る事を立讃するし，殊に．此の彗
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星が1758年にバリの推定通りに瞬來したので，全く確定を見たものである．バ
リ彗星が最：逓に離來したのは，1910年であったから，從って，次ぎは1985年か
1986年に館來するものと確信を以て言へるのである．
　バリ彗星が地球に最：も接近した1910年の，其の同じ年の始めに，回書聞に見え
た立涯な一一ee星があった．乱れは年頭のトップを切って獲見されたので，“1910
a”a星として知られて居る．其の尾の長さは殆んtt　300もあった．
　“モアハウス彗星”の名で一騒びろく知られて居る1908c星は，1908年九月
1日に嚢見されてから，6ケ月以上観望され，爲眞撮影も出來た．此の二三は
最も多く襯測され，二って，最も有名な彗星の一つであった．
　然し，それでも，上記の彗星は，どれも，1843年，1858年，1861年及び1882年
の大彗星とは比較がとれない。1843年の大彗星は，記録に残って居る彗星の中．
で，恐らく最：も記憶されるべきものであった．之も追書聞に見えた．近日霜では
太陽から約75，000哩（0．0008軍位）以内の所を通過した（他のどの天腿よりも太陽
に接近した繹である）．從って，太陽のコロナの中を通過したに相違ないのであ
る．尾の長さは太陽と地球間の距離（1輩位）の5倍以上に當る500，00⑪，00G哩以上
と謂はれた．また，近日黒占に於ける其の速度は，1時間に1，000，000哩（卸ち毎
秒にして，330哩）を超えた．今知れてみる600ケ以上の週期i彗星では，實際，
此の星の同じ軌道上に，他の激個の彗星が巡行して居るのも注目に値する．
　19世紀の最も立派な彗星の一つは，1858年の大彗星であった．回れは礎見者
ドナ1チの名に因って一般に知られて居る．ハ1ヴアド大高のジヨ1ジ・P・ボ
ンド氏は，恐らく出れ迄の多くの彗星にない立派な二二肉眼スケチを此の彗星
に就いて物した．こうした理由と共に，ドナ1チ彗星は，天球の大部分を運行
したので，此の彗星は選ばれてツ。イス天象館プラネタリウムの優れた彗星投
射器で再現されて居る．此のi彗星の週期は約2，000年である．
　約50ケの週期彗星は，遠日難（太陽から最遠距離）が木星の軌道に接近して
あるし，叉，之等は木星に捕獲されたものと信ぜられて居る．それで，普通，
“木星族の彗星”と呼ばれて居る．此のグル1プの内，エンケ彗星の週期はわ
かって居るもののうち最も短かく，約3年と4ケ月である．此の彗星は1786年
に佛人目シャン，次いで1795年にカロリン・ハ1シェル嬢が獲見したもので，其
の間に只2回の露來が見落されたに過ぎない．
　此の彗星の週期を推定して，種kの三品の記鋒と合致させた功績により，rr一
ンケの名が命名された．筆者は1904年十二月に小望遠鏡で之を観た．此の彗星
は1819年以後，麟心する毎に槻測されて居るが，普通は，目に着く程の尾がな
い．エンケ彗星は肉眼で見えると報ぜられるが，然し，最近年の錦來時には僅
か望遠鏡的天髄に遍ぎなくなって居る．（「天空を探る」より，佐登見謬）
